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主要事業の一覧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾久図書館（令和３年２月２０日移転オープン） 

 

 

1 新型コロナウイルス感染症対策 

2 災害時の被害軽減に向けた 

施設整備 

3 災害対策の充実・強化 

4 待機児童解消に向けた保育定員の 

さらなる拡大 

5 児童養護施設の整備 

6 ふれあい館の整備 

7 町屋文化センターの 

リニューアル改修工事 
 
 

 

8 わくわくがいっぱい！ 

荒川遊園リニューアル 

9 魅力たっぷり！宮前公園の整備 

10 新たな日常による 

にぎわいの創出 

11「あらかわ街なか美術館」の整備 

12 オリンピック・パラリンピック 

関連事業 

 

 

 

○新型コロナウイルス感染症対策として、新型コロナウイルスワクチン接種

事業をはじめ、入院患者用病床の確保、医療機関等への支援を強力に進め

ます。 

 

○都内唯一の公営遊園地であり、親子連れの方々から人気の荒川遊園を、子

どもにとっても大人にとってもさらに利用しやすく魅力的な施設へとリニ

ューアルします（令和4年春予定）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 荒川区当初予算(案) 

区民の命と健康を守り、 

安全・安心な暮らしを支える予算 

 

 
 

１，０６０億１，０００万円 
（前年度との比較 ９億６千万円、０．９％減） 

 

〇新型コロナウイルス感染症対策に要する経費に重点的に予算計上

した一方、既存事業の精査・見直しを積極的に行いました。 

荒川区長 

西 川 太一郎 

 
令和 3年度当初予算案は、新型コロナウイルス感染拡大の

危機を乗り越え、大規模震災や自然災害から区民の皆様を守

るという決意を込めて、「区民の命と健康を守り、安全・安

心な暮らしを支える予算」と位置付けました。 

区民の皆様のかけがえのない日常を一刻も早く取り戻し、

安心して暮らしていただくための取組を強力に推進する予

算です。 

 

一般会計の予算規模 

 
 

荒川区長 

西川 太一郎 

重点施策の一覧



                                                 

 

 
区民の命と健康を守り、安全・安心な暮らしを支える予算 

 
 

○１日も早い待機児童解消のために 

☞新たな保育園を令和 3 年 4 月に 2 園、4 年度までに 3 園開設するなど、300 人超

の保育定員を拡大します。 

☞区有地、賃貸物件の活用など、多様な手法で新たな保育園を 

整備します。 

○児童養護施設を整備します 

☞令和 5年度の開設に向けて、荒川 8丁目の区有地に 

児童養護施設を誘致し、整備を行います。 

  

子どもや子育て家庭を支援します 

 

○わくわくがいっぱい！荒川遊園リニューアル 

☞令和 4 年春、都内唯一の公営遊園地であり、親子連れの方々から人気の荒川遊

園を子どもにも大人にも利用しやすく魅力的な施設へとリニューアルします。 

○魅力たっぷり！宮前公園の整備 

☞尾久地区・隅田川沿いに 2.5ｈａの公園が、令和 3年 4 月から順次開園します。

バラのアーチ等のガーデンエリアや、図書館、テニスコートを備え、多様な楽し

み方を提供します。災害時は避難場所や避難路、延焼遮断帯として機能します。 

○新たな日常によるにぎわいの創出 

☞区内最大のイベント「川の手荒川まつり」のオンライン開催等、新しい日常に適

した方式へのイベント見直しや新しい取組でにぎわいを創出します。 

○「あらかわ街なか美術館」を開館します！ 

☞区内全域を「あらかわ街なか美術館」に見立て、141 点の彫刻作品に二次元バー

コードを整備し、ホームページと連動して作品・作者を紹介する等、芸術文化に

よる魅力あるまちづくりを進めます。 

○オリンピック・パラリンピックを盛り上げます！ 
☞世界に復活・復興を示す東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に

向け、気運を高め、区民が参加できる大会に関連した事業を展開します。 

にぎわいあふれるまちづくり 

○新型コロナウイルス感染症から区民の生命と健康を守ります 
☞入院治療を必要とする陽性患者が確実に病院に受け入れられるよう、関係医療機

関と連携して区民のための病床を確保するとともに、地域医療体制の維持を図る

ため、発熱患者等を受け入れる医療機関に対する補助を継続します。 

☞希望する区民が適切にワクチンを接種できるよう、医療機関のみならず地域で集

団接種を実施できる体制を確保するほか、介護入所施設等では施設内での接種を

実施するなど、万全なワクチン接種体制を整備します。 

 

○災害時の被害を軽減し地域の安全性向上に寄与します 
☞大規模震災時でも枯渇しない消火用水（永久水利）を新たに１か所整備します。 

☞災害時の地域防災活動を支援する広場（防災スポット）を新たに 2か所整備しま

す。 

 

○災害対策をより一層充実・強化し区民の安全安心を守ります 
☞災害時の緊急情報等を音声・文字により区民へリアルタイム配信できる情報伝達

手段を充実・強化することにより、災害時における区民の情報収集を支援します。 

☞ソーラー充電が可能な蓄電池や乳幼児用液体ミルク、携帯トイレ等、避難所の資

機材や物資の充実・強化を図ります。 
 

 区民の命と安全を守るために 

○新たな地域交流拠点を整備します 

☞令和 4年度の開設に向けて、東尾久地域に東尾久 

本町通りふれあい館と日暮里地域にひぐらしふれあ 

い館を建設します。 

○町屋文化センターをリニューアル 
します 
☞令和 3年度後半から順次リニューアルし、『明るく、 

楽しく、何度でも』気軽に利用できる施設としてバー 

ジョンアップします。 

 

 

【東尾久本町通りふれあい館・イメージ図】 

地域コミュニティの充実を図ります 

 

【ひぐらしふれあい館・イメージ図】 


